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地域協働学部の創設（平成27年4月） 

“地域を支える”高知大学 

 

人文学部 
↓ 

人文社会 

科学部 

 

地域協働 
学部 

 
教育学部 

↓ 

教員養成課
程への特化 

 

 
理学部 

↓ 

理工学部 

 
農学部 
↓ 

農林海洋 
科学部 

 

H28再編 Ｈ27新設 H27再編 H29再編 

 
医学部 

↓ 
医師・看護師 
養成の充実 

H28再編 

 
 

地域の 
教養教育の拠点化 

 
教育学部 

人文社会科学部 

 
 

産業振興・ 
イノベーションの拠点化 

 
農林海洋科学部  

理工学部 

 
 

人材育成の 
核となる地域協働教育 

の拠点化 
 

地域協働学部 

異分野融合型の教育・研究 

 
 

医療・介護の 
地域包括ケアの拠点化 

 
医学部 
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地域の多様な人や組織が、立場や価値観の
違いを越えて、共に考え行動する中で、価
値観の共有化を図り、地域課題の調和的な
解決方法を探り、新しい価値や創造物を産
み出すこと 

「地域協働」とは 
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地域協働学部における人材育成 

“地域協働型産業人材”の育成 

６次産業化人 産業の地域協働
リーダー 

行政の地域協働
リーダー 

生活・文化の地域
協働リーダー 

地域協働マネジメント力 

地域理解力 企画立案力 協働実践力 

総合的で的確な判断力 粘り強さ・やり抜く力 

・状況把握 

・共感 

･情報収集･分析 

・関係性理解 
･論理的思考 

・地域課題探求 

・発想 

･商品（事業）開発 

・事業計画 
･事業評価改善 

・コミュニケーション 

・行動持続 

･リーダーシップ 

・学習プロセス構築 
･ファシリテーション 
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実習中心のカリキュラム 
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高知市・越知町 

高知ファイティングドッグス 

実習授業時間数（30コマ）＝学外（15コマ×90分）＋学内（15コマ×90分） 

大豊町 

西日本高速道路 

エンジニアリング四国（株） 

東豊永地区 

南国市 

集落活動センター・チーム稲生 

土佐町 

集落活動センターいしはらの里 

黒潮町 

ＮＰＯ砂浜美術館 

学外実習のべ時間数（210コマ）＝30コマ×６クラス（地域） 

いの町 

是友奥名地区自治会 

地域現場での実習・研究 
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高知大学（地方創生の視点から取り組む大学改革）の取組事例 

〔背景〕 
 

全国に15年先行して人口減少・高齢化社会に突入した高知県において、「地産外商による雇用の創出」が重要課題。 
大学に対する「地域産業の振興につながる人材育成及び研究」の期待。 
 

〔取組概要〕 
 

①教員及び学生が地域の中に飛び込み、課題解決に向けた地域づくりの推進 
  （エリア別に地域コーディネーターを配置、地域産業の担い手を育成） 
 

②産学官連携の強化による地域イノベーション創出 
③高い専門性と当事者意識を持った人材の育成  （地域協働学部を創設、６次産業化を担う「地域協働型産業人材」を育成） 

 〔地域コーディネーター・ 
           地域産業の担い手育成〕 
 

◆県内４か所に地域コーディネーターの配置 
 

   地域の抱える課題（産業振興・ 中山間振興
等）を掘り起し、課題解決に向けて産学官が
一体になって取り組む。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

◆地域産業の担い手育成（土佐ＦＢＣ） 

  

〔地域協働学部の創設〕 
 

◆全国に先駆けて地域創生系学部を創設 
 （平成２７年４月～） 
 

◆ １年次から地域現場での活動を徹底 
  （６００時間実習） 
 

◆ 入学定員60名、専任教員24名の少数精鋭教育 
 

◆ 地域活性化への貢献 
 

・ 学外実習授業で社会人と学生の「協働」の場を創出 
 

・ 学生自ら地域に入り、地域活動を介して地域の課題

と向き合い、課題解決に向けた地域づくりを実践 

 【活動事例】 ＜大豊ブルーベリープロジェクト＞ 

   地域・企業と協働し、商品開発による６次産業化・

ブランド化の推進及びカフェの運営 
 

・ 自治体、企業、実習先等が一体となった学部運営 

〔産学官連携〕 
 

◆（株）南国スタイル 

 ＜梶 特任助教＞ 
  移住者と地域の方々とのつなぎやクラウドファン
ディングを活用した耕作放棄地再生に取り組む 

〇高知県の食料産業の中核を担う専門的人材及
び食料産業の拡充に資する基礎人材を育成。 

  ４２５名修了（平成２９年３月末時点：１～９期生） 

  例：（株）南国スタイル 中村専務 

・高知大学、ＪＡ、県、市が連携し、「電解水

素水」を利用した次世代型園芸ハウスにお

いて収穫される野菜を「還元野菜」として生

産拡大 
 

・還元野菜は収穫量の増加及びビタミン等

の抗酸化成分を通常の野菜より多く含む野

菜となり、高付加価値化が期待される 

【嶺北地域移住者】 

【（株）南国スタイル】 

【高知大学 地域協働学部】 

内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局 提供 7 


